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地元の高校のすばらしさを知ろう！ 

創立85年。阿蘇地域で最も大きな普通高校
として開校。以来、多くの優秀な人材を輩
出し地域社会に貢献。現在も509人の生徒た
ちが勉学やスポーツに励んでいます。 

　
本
校
は
阿
蘇
地
域
の
拠
点
校
と
し
て
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
学
科
は
、
普
通
科
4

ク
ラ
ス
（
進
学
ク
ラ
ス
1
ク
ラ
ス
）
、

商
業
科
1
ク
ラ
ス
で
2
年
生
か
ら

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
と
国
際
観

光
コ
ー
ス
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し

ま
す
。
普
通
科
は
進
学
に
必
要
な

基
礎
学
力
を
、
商
業
科
は
パ
ソ
コ

ン
や
簿
記
な
ど
就
職
に
有
利
な
資

格
取
得
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
 

 ﹇
一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
を
最
大

限
に
伸
ば
し
ま
す
﹈ 

■
平
成
16
年
か
ら
進
学
に
関
す
る

県
の
研
究
指
定
を
受
け
て
、
大
学

進
学
に
お
け
る
進
路
指
導
や
教
科

指
導
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

少
人
数
指
導
と
個
別
指
導
を
徹
底

し
て
行
い
、
熊
本
大
学
や
県
立
大
学
、

鹿
児
島
大
、
佐
賀
大
等
へ
の
合
格

者
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊

本
学
園
大
を
始
め
と
し
て
多
く
の

大
学
か
ら
指
定
校
推
薦
枠
を
得
て

い
ま
す
。
就
職
も
希
望
生
徒
全
員

が
正
社
員
と
し
て
合
格
内
定
し
て

い
ま
す
。 

 ﹇
阿
蘇
の
よ
さ
を
発
見
す
る
こ
と

で
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
ま
す
﹈ 

■
国
語
の
授
業
で
文
学
碑
の
調
査
や
、

夏
目
漱
石

の
『
二
百

十
日
』
に

つ
い
て
の

フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク

（
現
地
調
査
）

や
発
表
会

を
し
て
い
ま
す
。 

■
家
庭
科
で
は
、
地
元
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
を
講
師
に
招

き
郷
土
料
理
の
実
習
を
し
た
り
、
保

育
園
で
保
育
実
習
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。 

■
商
業
科
で
は
地
元
の
農
産
物
や

商
品
の
販
売
実
習
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
の
旅
行
者
向
け
の
ウ

ェ
ル
カ
ム

カ
ー
ド
を

作
成
し
て

地
元
の
ホ

テ
ル
な
ど

に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。 

 ﹇
感
動
と
感
謝
の
心
を
大
切
に
し

ま
す
﹈ 

■
体
育
大
会
は
、
全
生
徒
が
全
力

で
競
技
に
参
加
し
ま
す
。
特
に
約

1
7
0
人
か
ら
な
る
9
段
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
成
功
は
生
徒
に
自
信
と
誇

り
を
持
た
せ
観
客
に
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。 

■
文
化
祭
（
雄
阿
祭
）
や
阿
蘇
谷

一
周
強
歩
大
会
は
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
地
域
・

保
護
者
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
行

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
本
校
の
生
徒
は
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
生
徒
会
を

中
心
に
し
て
毎
週
水
曜
日
に
行
っ

て
い
る
地
域
の
清
掃
活
動
は
、
地

域
や
学
校
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

行
動
で
表
そ
う
と
昨
年
か
ら
自
主

的
に
始
め
ま
し
た
。 

 ﹇
生
徒
の
力
を
地
域
に
、活
力
あ

る
阿
蘇
高
校
を
目
指
し
ま
す
﹈ 

■
夏
休
み
に
中
学
校
に
出
向
い
て
、

本
校
教
師
に
よ
る
授
業
と
高
校
生

に
よ
る
中
学
生
へ
の
学
習
援
助
を

行
う
『
出
前
授
業
・
高
校
生
チ
ュ

ー
タ
ー
』

を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
市

内
全
中
学

校
で
実
施

し
ま
し
た
。 

■
阿
蘇
高
校
の
部
活
動
と
い
え
ば
、

全
国
大
会
常
連
の
剣
道
部
と
柔
道

部
の
活
躍
が
あ
り
ま
す
が
、
陸
上
・

ワ
ー
プ
ロ
・
珠
算
も
九
州
大
会
等

に
出
場
す
る
な
ど
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
吹
奏
楽
部
は
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
で
演
奏
活
動
を
し
た
り
、
美

術
部
も
市
内
に
壁
画
を
描
い
た
り

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

▲外国人向けウェルカムカード ▲9段ピラミッド 

▲「二百十日」発表会 

▲高校生チューター 

地域みんなで生徒たちの未来を応援 

地元の高校のすばらしさを知ろう！ 
見直そう！地元に高校があるという活力を 

▲花卉栽培の実習 ▲輪地切りの実習 

▲介護実習 

地
域
と
と
も
に
活
力
あ
る
学
校
 

「
新
た
な
挑
戦
 

 
 
 
さ
ら
な
る
発
展
」
 

阿
蘇
高
等
学
校
 

「
21
世
紀
は
農
業
・
食
料
・
環
境
・
福
祉
の
時
代
」こ
れ
ら
を
担
う
 

創立107年。明治32年に第二農学校として設立
され、昭和23年に阿蘇農業高等学校となりました。
平成9年に阿蘇清峰高等学校と改称され、現在
287名の生徒が学校生活を送っています。　 

　
本
校
は
、
世
界
に
誇
る
雄
大
な

阿
蘇
で
、
動
植
物
の
命
の
営
み
を

通
し
て
、
農
業
や
林
業
と
福
祉
を

学
ぶ
、
阿
蘇
郡
市
唯
一
の
専
門
高

校
で
す
。
学
科
の
特
性
を
活
か
し

た
体
験
学
習
を
通
し
て
、
専
門
的

な
知
識
と
技
術
を
学
び
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
設
定
科
目
「
グ

リ
ー
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
」
で
は
、
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
カ
ヌ
ー
体
験
を

行
い
阿
蘇
な
ら
で
は
の
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 ■
学
科
紹
介
 

◎
生
物
科
学
科
に
は
生
物
生
産
コ

ー
ス
と
食
品
科
学
コ
ー
ス
が
あ
り
、

草
花
・
野
菜
の
栽
培
や
畜
産
（
動
物
）

の
飼
育
、
ジ
ャ
ム
・
味
噌
・
ハ
ム

な
ど
の
食
品
製
造
の
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。【
取
得
可
能
な
資
格
は
、

危
険
物
取

扱
者
・
食

品
衛
生
管

理
者
・
小

型
ボ
イ
ラ

ー
取
扱
者
・

農
業
技
術

検
定
な
ど

が
あ
り
ま
す
】 

◎
林
業
・
農
業
土
木
科
に
は
林
業

コ
ー
ス
と
農
業
土
木
コ
ー
ス
が
あ
り
、

森
林
の
育
成
や
木
材
加
工
・
測
量
・

農
業
土
木
の
学
習
や
草
原
を
守
る

活
動
と
し
て
、
輪
地
切
り
、
輪
地

焼
き
、
野
焼
き
の
実
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。【
取
得
可
能
な
資
格
は
、

測
量
士
・

測
量
士
補
・

土
木
施
工

技
術
者
・

小
型
車
両

系
建
設
機

械
取
扱
者
・

農
業
技
術

検
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
】 

◎
社
会
福
祉
科
に
は
介
護
福
祉
コ

ー
ス
と
教
養
福
祉
コ
ー
ス
が
あ
り
、

福
祉
や
看
護
、
家
庭
（
調
理
・
被
服
）

の
実
習
や
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

に
向
け
た
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
取
得
可
能
な
資
格
は
、
介
護
福
祉

士
国
家
試
験
受
験
資
格
・
家
庭
科

技
術
検
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
】 

 ■
卒
業
生
の
主
な
進
路
 

　
本
校
で
は
、
進
路
決
定
率

1
0
0
％
を
目
標
に
掲
げ
、6
年
連

続
で
達
成
し
て
い
ま
す
。
進
学
（
約

38
％
）
は
、
宮
崎
大
学
（
農
）、
鹿

児
島
大
学
（
農
）、
琉
球
大
学
（
農
）、

明
治
大
学
（
経
）、
中
央
大
学
（
法
）

や
各
種
専
門
学
校
な
ど
で
す
。

就
職
（
約
60
％
）
は
、
公
務
員
（
大

阪
府
警
・
林
野
庁
関
係
）
や
県
内

を
中
心
に
福
祉
施
設
や
農
業
関
連

企
業
・
製
造
業
に
就
職
し
て
い
ま
す
。

農
業
自
営
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
就

農
す
る
生
徒
は
、
少
数
で
す
が
、

進
学
や
研
修
後
に
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
農
業
ク
ラ
ブ
 

　
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
活
動
と

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
・
意

見
発
表
・
農
業
鑑
定
競
技
な
ど
の

大
会
が
あ
り
毎
年
全
国
大
会
へ
出

場
し
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
て

い
ま
す
。 

■
ク
ラ
ブ
活
動
 

　
体
育
系
が
10
部
、
文
化
系
が
4

部
あ
り
、
中
で
も
全
国
大
会
優
勝

の
日
本
拳
法
部
・
馬
術
部
ほ
か
、

陸
上
部
や
野
球
部
な
ど
も
数
々
の

大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い

ま
す
。 

■
学
校
行
事
な
ど
 

　「
地
域
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」
を
17

年
間
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
清

峰
体
験
講
座
」
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
蘇
岳
祭
で
の
農
産
物

販
売
や
春
牧
の
風
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
農
場
開
放
、
食

育
推
進
事
業
、
実
践
的
産
業
人
育

成
推
進
事
業
や
幼
・
保
・
小
・
中

学
校
と
の
交
流
活
動
や
農
業
体
験

の
受
入
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

阿
蘇
清
峰
高
等
学
校
 

　現在、熊本県では県立高等学校を再編する計画（案）が進められています。 
　地元（阿蘇市内）には、阿蘇高等学校と阿蘇清峰高等学校の2つの県立高等学校があります
が、両校とも再編計画の対象となっています。今回、阿蘇市の皆さんに、両校の取り組みを
紹介し、そのすばらしさを広く知っていただくために特集しました。 
　この再編により阿蘇市から高校がなくなるわけではありませんが、この機会にもう一度地
元の高校のあり方を考え、将来を担う子どもたちを、地元で育てるということの大切さを見
つめ直しましょう。 
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あ
り
ま
す
が
、
陸
上
・

ワ
ー
プ
ロ
・
珠
算
も
九
州
大
会
等

に
出
場
す
る
な
ど
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
吹
奏
楽
部
は
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
で
演
奏
活
動
を
し
た
り
、
美

術
部
も
市
内
に
壁
画
を
描
い
た
り

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

▲外国人向けウェルカムカード ▲9段ピラミッド 

▲「二百十日」発表会 

▲高校生チューター 

地域みんなで生徒たちの未来を応援 

地元の高校のすばらしさを知ろう！ 
見直そう！地元に高校があるという活力を 

▲花卉栽培の実習 ▲輪地切りの実習 

▲介護実習 

地
域
と
と
も
に
活
力
あ
る
学
校
 

「
新
た
な
挑
戦
 

 
 
 
さ
ら
な
る
発
展
」
 

阿
蘇
高
等
学
校
 

「
21
世
紀
は
農
業
・
食
料
・
環
境
・
福
祉
の
時
代
」こ
れ
ら
を
担
う
 

創立107年。明治32年に第二農学校として設立
され、昭和23年に阿蘇農業高等学校となりました。
平成9年に阿蘇清峰高等学校と改称され、現在
287名の生徒が学校生活を送っています。　 

　
本
校
は
、
世
界
に
誇
る
雄
大
な

阿
蘇
で
、
動
植
物
の
命
の
営
み
を

通
し
て
、
農
業
や
林
業
と
福
祉
を

学
ぶ
、
阿
蘇
郡
市
唯
一
の
専
門
高

校
で
す
。
学
科
の
特
性
を
活
か
し

た
体
験
学
習
を
通
し
て
、
専
門
的

な
知
識
と
技
術
を
学
び
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
設
定
科
目
「
グ

リ
ー
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
」
で
は
、
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
カ
ヌ
ー
体
験
を

行
い
阿
蘇
な
ら
で
は
の
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 ■
学
科
紹
介
 

◎
生
物
科
学
科
に
は
生
物
生
産
コ

ー
ス
と
食
品
科
学
コ
ー
ス
が
あ
り
、

草
花
・
野
菜
の
栽
培
や
畜
産
（
動
物
）

の
飼
育
、
ジ
ャ
ム
・
味
噌
・
ハ
ム

な
ど
の
食
品
製
造
の
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。【
取
得
可
能
な
資
格
は
、

危
険
物
取

扱
者
・
食

品
衛
生
管

理
者
・
小

型
ボ
イ
ラ

ー
取
扱
者
・

農
業
技
術

検
定
な
ど

が
あ
り
ま
す
】 

◎
林
業
・
農
業
土
木
科
に
は
林
業

コ
ー
ス
と
農
業
土
木
コ
ー
ス
が
あ
り
、

森
林
の
育
成
や
木
材
加
工
・
測
量
・

農
業
土
木
の
学
習
や
草
原
を
守
る

活
動
と
し
て
、
輪
地
切
り
、
輪
地

焼
き
、
野
焼
き
の
実
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。【
取
得
可
能
な
資
格
は
、

測
量
士
・

測
量
士
補
・

土
木
施
工

技
術
者
・

小
型
車
両

系
建
設
機

械
取
扱
者
・

農
業
技
術

検
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
】 

◎
社
会
福
祉
科
に
は
介
護
福
祉
コ

ー
ス
と
教
養
福
祉
コ
ー
ス
が
あ
り
、

福
祉
や
看
護
、
家
庭
（
調
理
・
被
服
）

の
実
習
や
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

に
向
け
た
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
取
得
可
能
な
資
格
は
、
介
護
福
祉

士
国
家
試
験
受
験
資
格
・
家
庭
科

技
術
検
定
な
ど
が
あ
り
ま
す
】 

 ■
卒
業
生
の
主
な
進
路
 

　
本
校
で
は
、
進
路
決
定
率

1
0
0
％
を
目
標
に
掲
げ
、6
年
連

続
で
達
成
し
て
い
ま
す
。
進
学
（
約

38
％
）
は
、
宮
崎
大
学
（
農
）、
鹿

児
島
大
学
（
農
）、
琉
球
大
学
（
農
）、

明
治
大
学
（
経
）、
中
央
大
学
（
法
）

や
各
種
専
門
学
校
な
ど
で
す
。

就
職
（
約
60
％
）
は
、
公
務
員
（
大

阪
府
警
・
林
野
庁
関
係
）
や
県
内

を
中
心
に
福
祉
施
設
や
農
業
関
連

企
業
・
製
造
業
に
就
職
し
て
い
ま
す
。

農
業
自
営
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
就

農
す
る
生
徒
は
、
少
数
で
す
が
、

進
学
や
研
修
後
に
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
農
業
ク
ラ
ブ
 

　
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
活
動
と

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
・
意

見
発
表
・
農
業
鑑
定
競
技
な
ど
の

大
会
が
あ
り
毎
年
全
国
大
会
へ
出

場
し
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
て

い
ま
す
。 

■
ク
ラ
ブ
活
動
 

　
体
育
系
が
10
部
、
文
化
系
が
4

部
あ
り
、
中
で
も
全
国
大
会
優
勝

の
日
本
拳
法
部
・
馬
術
部
ほ
か
、

陸
上
部
や
野
球
部
な
ど
も
数
々
の

大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い

ま
す
。 

■
学
校
行
事
な
ど
 

　「
地
域
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」
を
17

年
間
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
清

峰
体
験
講
座
」
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
蘇
岳
祭
で
の
農
産
物

販
売
や
春
牧
の
風
イ
ベ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
農
場
開
放
、
食

育
推
進
事
業
、
実
践
的
産
業
人
育

成
推
進
事
業
や
幼
・
保
・
小
・
中

学
校
と
の
交
流
活
動
や
農
業
体
験

の
受
入
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

阿
蘇
清
峰
高
等
学
校
 

　現在、熊本県では県立高等学校を再編する計画（案）が進められています。 
　地元（阿蘇市内）には、阿蘇高等学校と阿蘇清峰高等学校の2つの県立高等学校があります
が、両校とも再編計画の対象となっています。今回、阿蘇市の皆さんに、両校の取り組みを
紹介し、そのすばらしさを広く知っていただくために特集しました。 
　この再編により阿蘇市から高校がなくなるわけではありませんが、この機会にもう一度地
元の高校のあり方を考え、将来を担う子どもたちを、地元で育てるということの大切さを見
つめ直しましょう。 


